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第69回国民体育大会

バスケットボール競技

17 － 18
23 － 2
13 － 18
16 － 13

－

福岡 山口
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 7 1 1 2 1 3 2 4 (C) 2 0 0 2 0 1 0

5 * 5 0 2 1 4 6 1 5 0 0 0 0 0 2 0

6 * 17 0 8 1 2 8 3 6 - - - - - - -

7 * (C) 7 1 2 0 1 4 1 7 * 19 2 6 1 0 6 0

8 3 0 1 1 1 1 1 8 4 0 2 0 2 3 0

9 3 1 0 0 1 4 3 9 2 0 1 0 0 3 0

10 * 0 0 0 0 0 3 0 10 * 5 1 1 0 3 1 2

11 9 3 0 0 2 2 1 11 2 0 1 0 2 0 1

12 - - - - - - - 12 * 4 0 2 0 4 2 1

13 10 2 1 2 2 2 0 13 1 0 0 1 1 1 0

14 * 8 0 4 0 2 3 4 14 * 5 0 2 1 2 3 1

15 - - - - - - - 15 * 7 1 2 0 1 5 2

0 0

69 8 19 7 16 36 16 51 4 17 5 15 27 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチ

宗野 克洋

宮儀 翔平

北本 久展

松元 一総

松谷 直人

三友 康平

柚木 毅

村瀬 敦希

清水 翔平

毛利 孝志

熊谷 駿

合計

戦　　評

記載者 高田裕己 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

コーチ 山口 健太郎

織田 秀司

選　手　氏　名

吉満 俊孝

中深迫 諒太

田中 喜陽

隅廣 敬太郎

高橋 悠

西山 拓海

島袋 脩

入江 陽介

赤星 雄平 椎木 佑貴

上田 雅也

枝折 健吾

No. 19G-4 日時：

選　手　氏　名

古野 拓巳

副審

○ ●

競技記録

福岡 山口69 51

2014年10月19日(日) 会場： 三菱重工総合体育館15:45

成年男子準々決勝

甲斐　清（鳥取）

堀内　純（愛媛）

主審
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福岡 山口

準々決勝、福岡県対山口県の戦い。お互いマンツーマンディフェンスでスタート。福岡は＃５を起点に得点を重ねる。

山口は＃７、＃１２、＃１５を中心に確率のよい外角シュートで応戦。第１Ｑを１７対１８で終える。第２Ｑは福岡が激しい

ディフェンスと＃１１のゲームメイクから組み立てられるリズムのよいオフェンスにより、次第に主導権を握り始める。山

口は終盤にハーフコートゾーンに切り替えるも福岡の粘り強いオフェンスリバウンドと外角シュートにより第２Ｑは４０対

２０で終了。

第３Ｑも福岡の激しいディフェンスに対し、山口は得点を挙げることができない。中盤、山口＃７が内外からシュートを

決めるも、福岡＃１１のセットプレーからの３Ｐシュートで５１対３０と山口を大きく突き離す。その後、山口は＃７を中心

に息を吹き返すも第３Ｑ終わって５３対３８。第４Ｑはお互い一進一退の攻防が続く。残り５分に、福岡のアンスポーツマ

ンライクファウルにより、山口＃４がフリースローを確実に決める。そこから＃１４のゴール下の得点により、残り３分で

山口は点差を１１点まで縮める。福岡のタイムアウト後、山口はオールコートマンツーマンディフェンスで流れを引き寄

せるが、福岡＃６の連続得点により、残り２分で１３点差。山口のタイムアウト後も福岡＃６のカットインプレーによる得

点で最終的には６９対５１で終了。

山口のディフェンスやアウトサイドシュートも素晴らしかったが、それを上回る福岡の激しいディフェンスと粘り強いリバ

ウンド、落ち着いたゲームコントロールが勝敗を分けた試合だった。


